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令和 8 年度第 2 回 愛知県病院事業庁愛知県がんセンター臨床研究審査委員会 

審査意見業務の過程に関する記録 

 

開催日時：令和 8 年 6 月 1 日（月） 15：41～16：30 

開催場所：愛知県がんセンター化療センター１階教育研修室（主催場所）/各拠点を Web 会議で中継 

１【委員の出欠】 

氏名 所属 性別 構成要件 出欠 備考 

古平 毅 

（委員長） 

愛知県がんセンター 

病院長補佐 
男 

委員ア 

（内部） 
〇  

稲葉 吉隆 

（副委員長） 

愛知県がんセンター 

副院長 
男 

委員ア 

（内部） 
〇  

松尾 恵太郎 

（副委員長） 

愛知県がんセンター 

副所長 
男 

委員ア 

（内部） 
〇  

小谷 はるる 
愛知県がんセンター 

乳腺科部医長 
女 

委員ア 

（内部） 
×  

吉川 恵 
愛知県がんセンター 

看護部主任看護師長 
女 

委員ア 

（内部） 
〇  

樋田 豊明 
中部国際医療センター 

肺がん治療センター長 
男 

委員ア 

（外部） 
〇（Web）  

小池 晃彦 
名古屋大学 

総合保健体育科学センター教授 
男 

委員ア 

（外部） 
〇（Web）  

片岡 純 
愛知県立大学 

看護学部教授 
女 

委員ア 

（外部） 
〇（Web）  

森際 康友 
名古屋大学 

名誉教授 
男 

委員イ 

（外部） 
〇（Web）  

飯島 祥彦 
藤田医科大学 

医学部生命倫理学教授 
男 

委員イ 

（外部） 
〇（Web）  

安藤 明夫 ― 男 
委員ウ 

（外部） 
×  

小倉 祥子 
椙山女学園大学 

人間関係学部教授 
女 

委員ウ 

（外部） 
〇（Web）  

浅田 知恵 
愛知教育大学 

教育学部特別教授 
女 

委員ウ 

（外部） 
〇（Web）  

構成要件 

委員ア 医学又は医療の専門家 

委員イ 臨床研究の対象者の保護及び医学又は医療分野における人権の尊重に関して理解のある法律に関す

る専門家又は生命倫理に関する識見を有する者 

委員ウ ア及びイに掲げる者以外の一般の立場の者（ただしがんセンターの職員及び職員であった者を除く。） 
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審査意見業務の要件 

・構成要件の委員ア、イ、ウの者から構成されること 

・委員が５名以上であること 

・男性及び女性がそれぞれ１名以上含まれていること 

・同一の医療機関（当該医療機関と密接な関係を有するものを含む。）に所属している者が半数未満である

こと 

・愛知県職員でない者が２名以上含まれていること 

 

出欠 

〇（出席した委員） 

×（欠席した委員） 

 

２【議題の記録】 

〈事務局〉 

 安達、宇津野、中澤、土屋、今井 

〈見学者〉 

 なし。 

 

■開会宣言 

 事務局より、Web 会議システムによる参加委員の確認の上、会議の開催要件が満たされていることが報告

され、委員長より開催が宣言された。 

 事務局より、委員が利益相反のある研究については審議及び決議の際は退席することが説明された。 

 

■議題 

【１ 審査種別：定期報告】 

整 理 番 号 2026-A-0102 

研 究 課 題 名 

（ 略 称 名 ） 

高度腹水を伴うまたは経口摂取不能の腹膜転移を有する胃癌に対する mFOLFOX6+

ニボルマブ療法の第 II 相試験（WJOG16322G） 

統 括 管 理 者 舛石 俊樹 

実 施 医 療 機 関 愛知県がんセンター 

受 付 日 令和 8 年 4 月 21 日 

技 術 専 門 員 なし 

審査意見業務への参

加 に 関 す る 状 況 

 

説 明 者 東邦大学医療センター大森病院 若林 宗弘（Web） 

 

審 査 結 果 承認 
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議 論 内 容 〈提出書類に基づき、説明者から申請内容の説明と質疑応答が行われた〉 

 委員から特に質疑等なし。 

 

〈審議のため説明者が退室〉 

 委員から特に質疑等なし。 

 

〈決議〉 

 各委員へ意思確認を行い、全会一致で承認となった。 

（賛成 11、反対 0、棄権 0） 

 

 

【２ 審査種別：変更申請】 

整 理 番 号 2026-A-0127 

研 究 課 題 名 

（ 略 称 名 ） 

切除不能進行・再発胃癌に対する modified FOLFOXIRI＋分子標的治療薬・免疫チ

ェックポイント阻害薬併用療法の第 I 相試験（G-FOLFOXIRI） 

統 括 管 理 者 舛石 俊樹 

実 施 医 療 機 関 愛知県がんセンター 

受 付 日 令和 8 年 5 月 11 日 

技 術 専 門 員 なし 

審査意見業務への参

加 に 関 す る 状 況 

 

説 明 者 大阪医科薬科大学病院 石塚 保亘（Web） 

愛知県がんセンター 工藤 千穂（調整・管理実務担当者） 

審 査 結 果 承認 

議 論 内 容 〈提出書類に基づき、説明者から申請内容の説明と質疑応答が行われた〉 

委員ア 本試験の Primary endpoint は、Dose finding part であり、安全性・有

効性をみていると思う。こういった有効性や安全性と関わるような部分に

ついて、安全性あるいは患者さんのメリットという形での変更であること

は理解できるが、プロトコールスタディとしてエンドポイントを modify

するかもしれない変更が加えられることに関しては、今後はそれ込みで発

表されるということでよろしいか。 

説明者 ご指摘のとおりで、Primary endpoint が DLT の発現割合となっているの

で UGT1A1 の除外基準は Primary endpoint にも少し関わる内容かと思って

いる。そのため、当初であれば UGT1A1 がダブルヘテロやホモの方も入る

かもしれない試験であったが、今回に関しては評価できないことになるの

で、そういった上で発表する形になるかと思う。 

 

〈審議のため説明者、関係する委員が退室〉 
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 委員から特に質疑等なし。 

 

〈決議〉 

 各委員へ意思確認を行い、全会一致で承認となった。 

（賛成 11、反対 0、棄権 0） 

 

 

【３ 審査種別：変更申請】 

整 理 番 号 2026-A-0105 

研 究 課 題 名 

（ 略 称 名 ） 

肺悪性腫瘍患者を対象とした肺病変に対するオーバーレイ技術を用いたインドシ

アニングリーン蛍光イメージング術前 CT ガイド下マーキング法の有用性と安全

性に関する臨床試験（IOT） 

統 括 管 理 者 松井 琢哉 

実 施 医 療 機 関 愛知県がんセンター 

受 付 日 令和 8 年 4 月 24 日 

技 術 専 門 員 なし 

審査意見業務への参

加 に 関 す る 状 況 

・稲葉委員は、臨床研究法施行規則第 81 条 1 号に該当するため審議及び決議に

不参加 

説 明 者 愛知県がんセンター 松井 拓哉 

愛知県がんセンター 工藤 千穂（調整・管理実務担当者） 

審 査 結 果 承認 

議 論 内 容 〈提出書類に基づき、説明者から申請内容の説明と質疑応答が行われた〉 

 委員から特に質疑等なし。 

 

〈審議のため説明者、関係する委員が退室〉 

 委員から特に質疑等なし。 

 

〈決議〉 

 各委員へ意思確認を行い、全会一致で承認となった。 

（賛成 10、反対 0、棄権 0） 

 

 

■その他事項 

・委員から審査資料の運用についての意見があったため、次回からの審査に反映させる。 

 

■閉会宣言 

 委員長より本日予定された審査がすべて終了したことが伝えられた。 


